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１．研究計画の概要 
高 齢 者 あ る い は 歯 周 疾 患 で 歯 を 失 っ
た場合，歯槽骨の高さや幅が減少し，
義 歯 や イ ン プ ラ ン ト な ど の 補 綴 装 置
の維持が困難となる．そのため，歯槽
骨 の 再 生 さ ら に は 骨 の 増 量 (増 生 )を
目 的 と す る 足 場 材 料 の 開 発 が 望 ま れ
ている． 

以前，われわれはイヌ大腿骨の実験
的 欠 損 部 に 埋 入 し た サ ン ゴ が 生 体 に
よって吸収されるとともに，その外骨
格間の空隙（内腔）に新生骨が形成さ
れ，さらに骨の増生が認められる事を
報告した． 

今回，サンゴの特性（化学的組成、
物理的強度、内腔の形態など）と、動
物 実 験 に お け る 生 体 吸 収 性 お よ び 新
生 骨 の 形 成 を 病 理 組 織 学 的 に 解 明 す
る。                                              

(2) 乾 燥 サ ン ゴ の 比 重 お よ び 内 腔 の
占める割合はそれぞれ 1.28 と 45.4%
であった．また，湿潤状態におけるサ
ンゴの圧縮強さおよび硬さ（18.5 MPa，
54.1）は，ラット大腿骨（52.9 MPa，
77.8）と比較し，圧縮強さは約 35％，
硬さは約 69％であった．  

２．研究の進捗状況 
有 機 質 を 除 去 し た ユ ビ エ ダ ハ マ サ ン
ゴを用いた．これらサンゴの外骨格お
よ び 内 腔 の 形 態 を 、 マ イ ク ロ Ｃ Ｔ
(μ CT)、走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）
お よ び 走 査 プ ロ ー ブ 顕 微 鏡 で 観 察 し
た．また，サンゴの円柱ブロックにつ
いて比重，内腔の占める割合，湿潤条
件下の機械的強度（圧縮強さ，硬さ）
を測定し， Wistar 系ラットの大腿骨
の機械的強度と比較した．さらに，サ

ン ゴ の 粒 子 と と も に ヒ ト 由 来 の 線 維
芽 細 胞 お よ び 血 管 内 皮 細 胞 を 共 培 養
し，これらサンゴの毛細血管への分化
に 与 え る 影 響 を 免 疫 組 織 学 的 観 察 に
より調べた．さらに生体による足場材
料の処理メカニズムを解明した。 
(1)サンゴ内部構造 サンゴ内部にみ
られる 100 から  300 μ m の無数の腔
は全て外界と連絡しており，連通性の
多孔質であった．外骨格の表面は 0.2
から  1 μ m 角柱状構造物で覆われ、
約 70 nm の丸みを帯びた無数の突起物
が観察された． 

(3)線維芽細胞と血管内皮細胞との共
培養では，サンゴ粒子の周囲にも細胞
は増殖し，毛細血管の形成が認められ
た． 
(4) 3 種 類 の 多 孔 性 カ ル シ ウ ム 粒 子
（カルシウム粒子 10μ mCa 3 (PO 4 ) 2 ，
30 μ mCa 3 (PO 4 ) 2   と  CaCO 3 , 60 μ
mCaCO 3 ）を propylene glycolと混和し
ラット背部の皮下組織に埋入し、2, 4, 
6, 8 週における皮下組織を病理組織
学的に観察した．リンパ球,マクロフ



ァージそして異物巨細胞の浸潤は、埋
入 2 週から 4 週後まで多くの例で認め
られ 6 週より減少するが、カルシウム
粒 子 の 大 き さ は 異 物 巨 細 胞 の 出 現 と
関係し、また大きさに依存して生体吸
収は遅延した． 

こ れ ら サ ン ゴ の 骨 格 構 造 は 骨 芽 細
胞 や 線 維 芽 細 胞 や 血 管 内 皮 細 胞 な ど
の細胞が付着し，増殖するのに適した
構造であると考える．また，骨増生の
た め に 必 要 な 周 囲 組 織 か ら の 圧 力 に
対 し て ス ペ ー ス を 確 保 で き る 物 理 的
強度を保持していた．以上のことから，
サ ン ゴ は 骨 欠 損 部 の 術 後 や 抜 歯 窩 に
お け る 骨 増 生 を 目 的 と し た 足 場 材 料
の 開 発 の モ デ ル と し て の 応 用 が 期 待
される． 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
〔 骨 内 に 埋 入 し た サ ン ゴ の 生 体 吸 収
性 と 新 生 骨 形 成 の 解 明 す る 〕                              
ビ ー グ ル 犬 の 上 下 顎 の 歯 を 抜 去 し て
実験的抜歯窩を作り、基準ドリルで穴
をあけ、インプラント体とともに各種
サンゴ粒子（直径 100μ m）を充填す
る。パラフィン切片からＨＥ染色およ
びＴＲＡＣＰ（酒石酸抵抗性酸性ホス
ファターゼ）染色し、サンゴの吸収メ
カニズムを組織化学的に観察する。ま
た、サンゴを含む大腿骨の割断面を共
焦点レーザ走査顕微鏡（ＣＬＳＭ）を
用 い て 新 生 骨 の 形 成 を 組 織 学 的 に 観
察する。 
 
５ . 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者には下線） 
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